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『
続
の
原
』
輪
講

発
句

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
）
六
月
二
〇
日
の
例
会
に
て
発
表

担
当

青
山
学
院
大
学
大
学
院
・
寺
尾
麻
里

○○ ○○
春春 春春

４
１

４
１

４
１

４
１

番番 番番
のの のの

発
句

発
句

発
句

発
句

裸
身
に
花
の
散
来
る
音
羽
か
な

三
園

は

だ

か

み

ち

り

く

お

と

は

〈〈 〈〈
作

者
作

者
作

者
作

者
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
〉〉 〉〉

作
者
三
園
は
未
詳

い
ざ
子
ど
も
歌
仙
元
禄
二
年
十
一
月
一
日

木
の
も
と
に
歌
仙
元

、
。「

」
（

）
、「

」
（

さ

ん

ゑ

ん

禄
三
年
三
月
二
日
）
に
名
が
見
え
る
『
続
の
原
』
で
は
、
当
該
句
の
ほ
か
「
や
さ
し
さ
は
焼
野
に
開

。
、

く
つ
ゝ
し
哉
（
春
五
十
七
番

「
と
こ
な
つ
を
見
れ
ば
羽
織
の
暑
さ
哉
（
夏
三
十
五
番

『
続
虚
栗
』

」
）
、

」
）
。

に
五
句
入
集
。

〈〈 〈〈
語

注
語

注
語

注
語

注
〉〉 〉〉

・
花
」
に
よ
っ
て
、
春
。

「

・
裸
身

裸
の
か
ら
だ
。
裸
体
。

・
音
羽

こ
こ
で
は
「
音
羽
の
滝
。
現
在
の
京
都
市
山
科
区
音
羽
に
所
在
す
る
も
の
と
、
京
都
市
東

、
」

山
区
の
清
水
寺
奥
の
院
の
崖
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
を
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
か
「
裸
」

。

「
」

、「
」（
『

』
）

と
滝
を
結
ん
だ
句
例
に

裸
に
な
つ
て
養
老
が
滝

天
満
千
句
第
三
百
韻
・
二
九
〇
・
西
鬼

が
あ
る
。
ま
た
「
花
」
と
「
音
羽
」
の
取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
「
山
風
の
吹
き
ぬ
る
か
ら
に
音
羽

、
、

川
堰
き
入
れ
ぬ
花
も
滝
の
白
波
（
新
続
古
今
集
・
春
歌
下
・
一
六
三
・
雅
経
）
等
、
歌
例
は
多
い
。

」
『

』

清
水
寺
の
「
音
羽
の
滝
」
に
つ
い
て
「
花
」
を
詠
ん
だ
歌
例
は
、
詞
書
「
清
水
寺
に
参
り
け
る
に
、
滝
の

下
の
花
の
盛
り
な
る
を
見
て
」
と
し
て
「
嵐
吹
く
音
羽
の
山
の
花
盛
り
散
ら
ぬ
を
な
か
す
滝
の
白
浪
」

、

（
衆
妙
集
・
二
三
五
）
等
が
あ
る
。

『
』

〈〈 〈〈
句

解
句

解
句

解
句

解
〉〉 〉〉

「
、

。
」

裸
に
な
っ
て
滝
へ
入
っ
た
こ
の
身
に
滝
の
白
浪
と
も
知
れ
ぬ
花
が
散
っ
て
来
る
音
羽
で
あ
る
こ
と
よ

単
に
滝
に
散
り
来
る
花
を
詠
む
の
で
は
な
く
「
裸
身
に
」
と
し
て
滝
へ
入
っ
て
い
る
人
物
を
描
写
し
、

、

そ
の
裸
体
へ
花
が
散
り
か
か
っ
て
く
る
さ
ま
を
描
出
し
て
い
る
点
が
面
白
い
。

○○ ○○
春春 春春

４
２

４
２

４
２

４
２

番番 番番
のの のの

発
句

発
句

発
句

発
句

物
皆
自
得

花
に
あ
そ
ぶ
虻
な
く
ら
ひ
そ
友
雀

芭
蕉

〈〈 〈〈
作

者
作

者
作

者
作

者
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
〉〉 〉〉

芭
蕉
…
…
俳
諧
師
。
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
～
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
・
一
〇
・
一
二
、
五
十
一
歳

）

（
『

』
）
。

。
（

。
、

芭
蕉
翁
行
状
記

季
吟
門
伊
賀
国
阿
拝
郡
小
田
郷
上
野
赤
坂
三
重
県
上
野
市
赤
坂
町
当
時

農
人
の
町
）
の
鄕
士
松
尾
与
左
衛
門
（
明
暦
二
年
没
）
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
生
家
は
伊
賀
平
氏
の
末
流

で
、
中
世
南
伊
賀
に
有
力
集
団
を
結
党
し
た
在
地
土
豪
の
後
裔
と
し
て
藩
政
期
に
無
足
人
（
無
給
の
準
士

分
）
に
編
入
さ
れ
た
松
尾
氏
の
支
族
と
推
定
さ
れ
る
（
俳
文
学
大
辞
典
』
普
及
版
）

。
『
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〈〈 〈〈
語

注
語

注
語

注
語

注
〉〉 〉〉

・
花
」
に
よ
っ
て
、
春
。

「

・
物
皆
自
得

生
き
物
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
性
に
従
っ
て
楽
し
ん
で
生
き
て
い
る
、
の

意
。
万
物
は
人
知
を
は
る
か
に
越
え
た
宇
宙
意
志
（
道
の
本
体
）
の
具
現
し
た
も
の
で
、
従
っ
て
万
物
は

一
如
、
そ
の
間
に
価
値
の
差
別
は
な
い
と
す
る
荘
子
哲
学
か
ら
出
た
自
然
観
。
漢
詩
に
も
「
自
得
ノ
楽
シ

に

よ

ミ
」
な
ど
頻
出
す
る
が
、
こ
こ
は
程
明
道
「
秋
日
偶
成
」
詩
の
「
万
物
静
観

物
皆
自
得
」
に
よ
る
。

ス

レ

バ

貞
享
四
年
作
「
蓑
虫
説
跋
」
に
も
「
静
か
に
み
れ
ば
物
皆
自
得
す
、
と
い
へ
り
」
と
あ
り
、
当
時
の
芭
蕉

に
は
こ
の
観
点
が
強
い
（
芭
蕉
句
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

。
『

・
花
に
あ
そ
ぶ

『
笈
日
記
』
で
は
上
五
「
花
を
吸
ふ
」
の
形
で
載
せ
る
「
花
に
遊
ぶ
」
も
の
は
、
古

。

典
的
発
想
に
お
い
て
は
「
蝶
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
更
に
「
胡
蝶
の
夢
」
を
想
起
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
「
春
の
夜
は
胡
蝶
と
我
や
成
り
つ
ら
ん
花
に
遊
ぶ
と
見
ぬ
夢
も
な
し
（
逍

、
」

遊
集
・
二
五
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
虻

こ
こ
で
は
花
虻
を
指
す
。

・
友
雀

友
で
あ
る
す
ず
め
。
す
ず
め
を
親
し
み
を
も
っ
て
呼
ぶ
こ
と
ば
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

。
『

』

〈〈 〈〈
句

解
句

解
句

解
句

解
〉〉 〉〉

「
蝶
の
ご
と
く
花
に
舞
い
遊
ん
で
い
る
虻
を
食
べ
た
り
す
る
な
、
雀
ど
も
よ
。
お
ま
え
た
ち
が
食
ら
わ
ん

と
す
る
虻
も
、
そ
の
性
に
し
た
が
っ
て
楽
し
ん
で
生
き
て
い
る
の
だ
」
。

「
」

、
「

」
、

「
」

花
に
遊
ぶ
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
古
典
文
学
の
発
想
と
し
て
は
蝶
で
あ
る
が
そ
れ
を
虻

と
し
た
と
こ
ろ
に
俳
諧
味
が
あ
る
。

○○ ○○
春春 春春

４
３

４
３

４
３

４
３

番番 番番
のの のの

発
句

発
句

発
句

発
句

月
移
花
影
上
欄
干

月
影
の
ひ
た
植
か
ゆ
る
桜
か
な

不
卜

う

ゑ

〈〈 〈〈
作

者
作

者
作

者
作

者
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
〉〉 〉〉

作
者
の
不
卜
は
既
出
。
春
１
４
番
参
照
の
こ
と
。

〈〈 〈〈
語

注
語

注
語

注
語

注
〉〉 〉〉

・
桜
」
に
よ
っ
て
、
春
。

「

・
月
移
花
影
上
欄
干

「
月
は
花
影
を
移
し
て
欄
干
に
上
ら
し
む
。
王
安
石
「
夜
直
（
春
夜
）
に

」
」
「

」

。「
」（
『

』
よ
る

金
爐
香
燼
漏
聲
殘

剪
剪
輕
風
陣
陣
寒

春
色
惱
人
眠
不
得

月
移
花
影
上
欄
干

千
家
詩

・
詩
人
玉
屑
』
な
ど
。
こ
の
詩
句
の
表
現
は
「
夜
深
不
語
中
庭
立

月
照
藤
花
影
上
階
（
新
撰
朗

『
）

、
」
『

詠
集
・
春
・
一
三
〇
・
白
居
易
（
和
歌
文
学
大
系

『
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
）
に
も
通
じ
、

』
）

』

47

趣
向
と
し
て
は
、
夜
が
更
け
て
い
く
そ
の
時
間
の
経
過
を
、
影
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
眼
目
が
あ
る
と
い
え
る
。

・
ひ
た

名
詞
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
語
、
ま
れ
に
動
詞
の
上
に
付
い
て
、
そ
れ
に
徹
し
た
さ
ま
を
表

わ
す
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

。
『

』
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・
植
か
ゆ
る

植
え
替
え
る
。
こ
こ
で
は
、
他
所
に
移
す
こ
と
で
は
な
く
、
植
木
の
生
長
の
度
合
い
に
応

じ
て
鉢
を
一
回
り
大
き
い
も
の
に
す
る
、
つ
ま
り
、
生
長
の
た
め
に
手
を
か
け
る
よ
う
な
意
味
合
い
か
。

〈〈 〈〈
句

解
句

解
句

解
句

解
〉〉 〉〉

「
夜
が
更
け
る
に
し
た
が
っ
て
、
月
が
空
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
西
へ
沈
ん
で
い
く
そ
の
あ
い
だ
、
一
心
に

植
え
替
え
た
よ
う
だ
、
こ
ん
な
に
も
背
の
高
く
な
っ
た
桜
の
木
の
影
で
あ
る
こ
と
よ
」
。

そ
の
影
の
動
く
こ
と
を
漢
詩
句
を
踏
ま
え
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
更
に
、
月
が
「
植
か
ゆ
る
」
と
し
た
点

が
趣
深
い
。

○○ ○○
春春 春春

４
４

４
４

４
４

４
４

番番 番番
のの のの

発
句

発
句

発
句

発
句

朝
な

鏡
に
お
ご
れ
花
ざ
く
ら

文
鱗

く

あ

さ

あ

さ

な

〈〈 〈〈
作

者
作

者
作

者
作

者
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
〉〉 〉〉

作
者
の
文
鱗
は
、
生
没
年
未
詳
。
鳥
居
氏
。
境
の
人
。
江
戸
住
。
別
号
、
虚
無
斎
『
丙
寅
初
懐
紙
』

。

へ

い

い

ん

『
続
虚
栗
『
花
摘
』
等
に
入
集
『
続
の
原
』
で
は
、
句
合
わ
せ
の
部
に
、
秋
九
番
左
句
に
「
菊
の
花

』
。

気
に
あ
る
草
の
そ
だ
ち
哉
、
冬
三
番
右
に
「
い
づ
れ
狸
得
失
覚
て
犬
も
な
し
」
を
収
め
る
。

」

〈〈 〈〈
語

注
語

注
語

注
語

注
〉〉 〉〉

・
花
ざ
く
ら
」
に
よ
っ
て
、
春
。

「

・
朝
な
朝
な

朝
ご
と
に
。
毎
朝
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

。
『

』

。
、「

」（
『

』
・
鏡

花
を
映
す
水
面
の
隠
喩
連
歌
に
お
い
て
は

池
の
水
は
花
の
顔
見
る
鏡
か
な

菟
玖
波
集

・
発
句
・
二
〇
四
三

「
花
の
鏡
や
水
匂
ふ
ら
ん
（
新
撰
菟
玖
波
集
・
羇
旅
上
・
二
四
八
四
）
等
の

）
、

」
『

』

よ
う
に
詠
ま
れ
る
。

・
お
ご
れ

奢
れ
。

〈〈 〈〈
句

解
句

解
句

解
句

解
〉〉 〉〉

「
毎
朝
、
鏡
の
よ
う
な
水
面
に
映
っ
た
お
の
れ
の
姿
を
誇
ら
し
く
思
い
な
さ
い
、
花
桜
よ
」
。

毎
朝
鏡
に
向
か
っ
て
身
支
度
を
す
る
女
の
よ
う
な
風
情
を
、
水
面
に
映
っ
た
花
に
も
た
せ
た
点
が
お
も
し

ろ
い
「
花
の
顔
」
を
経
由
し
た
発
想
か
。

。

○○ ○○
春春 春春

４
５

４
５

４
５

４
５

番番 番番
のの のの

発
句

発
句

発
句

発
句

山
櫻
住
ば
佛
と
ふ
た
り
か
な

蚉
山

メ

〈〈 〈〈
作

者
作

者
作

者
作

者
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
〉〉 〉〉

作
者
の
蚉
山
は
、
未
詳
。

〈〈 〈〈
語

注
語

注
語

注
語

注
〉〉 〉〉

・
山
櫻
」
に
よ
っ
て
、
春
。

「

・
ふ
た
り

山
桜
は
「
ひ
と
り
」
と
結
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
歌
例
に
「
誰
に
か
も
今

、
、

日
を
盛
り
と
告
げ
や
ら
ん
ひ
と
り
み
ま
う
き
山
桜
か
な
（
風
雅
集
・
春
中
・
一
七
八
・
顕
昭

「
は

」
『

』
）
、
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や
匂
へ
ひ
と
り
眺
む
る
山
桜
咲
か
ず
は
誰
か
尋
ね
て
も
こ
む
（
拾
玉
集
・
一
三
〇
五
）
等
、
句
例
に

」
『

』

「
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
ふ
も
の
ひ
と
り
山
桜

枳
風
（
続
虚
栗
・
一
二
六

「
な
つ
か
し
や
身
ひ
と

」
『

』
）
、

り
に
降
る
山
桜

琴
風
（
其
角
十
七
回
・
九
一
〇
）
等
が
あ
る
。

」
『

』

〈〈 〈〈
句

解
句

解
句

解
句

解
〉〉 〉〉

「
山
桜
が
咲
く
山
居
に
住
み
仏
道
修
行
に
専
念
し
て
い
る
私
は
、
心
が
澄
ん
で
い
き
、
仏
と
私
と
の
二
人

き
り
で
あ
る
」
。

通
常
「
山
桜
」
は
「
ひ
と
り
」
で
眺
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
仏
道
修
行
す
る
者
の
そ
ば
に
は
常
に
仏
の

、

存
在
が
あ
り
、
仏
と
「
ふ
た
り
」
で
あ
る
の
だ
、
と
転
じ
た
点
が
趣
深
い
。


